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政府は3月24日、成年後見制度利用促進基本計画（2017 ～ 21年度）を閣議決定した。同計画は、高
齢化の進展に伴う認知症高齢者のさらなる増加に備えて、全国の各地域に保健・医療・福祉・司法によ
る権利擁護支援の「地域連携ネットワーク」を築き、成年後見制度を必要とする人を早期に発見し、適切
な後見人等選任及び補助類型選択のうえ、意思決定支援・身上保護を重視した後見活動によって十分な
権利擁護が果たされるように、体制を整えるための計画である。

これまでの制度の運用は、利用者主体とは言い難く、支援者や関係者のための制度と言われても致し
方ない運用実態であった。そこからすると、大きな前進と評価できる。だが、「仏作って魂入れず」に終
わっては元も子もない。真に権利擁護に資する制度とするには、本人に寄り添った支援を実践してきた
私たち社会福祉士が、地域の人材を育成する専門職として、しっかりと関与していかなくてはならない。

一方、同計画は、利用開始後に自己決定を尊重する方向での「後見類型の見直し」や「代理権の範囲見
直し」について言及していないなど、不十分な点があるのも事実である。私たち社会福祉士は、よりよい
制度運用によって十分な権利擁護が図られるよう不断の努力が必要であるし、制度改善に向けてのソー
シャルアクションが求められる。

次頁以降、権利擁護センターぱあとなあ東京担当の星野美子理事による現下の情勢と課題・展望にか
かる論説を軸に、情報整理を試みた。

成年後見制度の行方と
社会福祉士の役割を考える

東京社会福祉士会
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お手元のパソコンで新ロゴマーク入り名刺が作れます！
お手元のパソコンとプリンターで、新ロゴマークの名刺をすぐに作成できるように、名刺印刷用のテ

ンプレートを用意しました（※マイクロソフト社のMS-WORDを使用）。ホームページからダウンロード
いただけます。ダウンロードしてからの作成手順もわかりやすく解説してありますので、ぜひご活用く
ださい。トップページから「東京社会福祉士会について」＞「当会のロゴマーク」と辿り、画面一番下
の「ロゴマーク入りの名刺作成にあたって」というリンクからどうぞ。
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▽ 4月に開かれた「ぱあとなあ会員の集い」に取材でお邪魔してきました。定員 250人
のフロアに、ぎっしりと人・ひと・ヒト。張り詰めた空気感が、「いよいよ（やっと）成
年後見制度が我々の実践に近づく」という自負を物語っているように感じました▽特集
記事で星野理事が述べておられるように、成年後見制度で社会福祉士が果たす役割は「受
任者」だけではありません。社会福祉士みなが、それぞれの持ち場で「意思決定支援・
身上保護重視の運用」を促す“いっちょ噛み”をして、よりよき制度として普及／利用
促進していく役割が求められるのだと考えられます。これは会員全員にとっての“我が
事”です▽ケアを業とする我々にとって大事なのは「自立支援」の揺るがない矜持。20
～ 21P のシンポジウム取材記事「いま改めて問う『自立』と『自立支援』」もあわせて
ご一読ください。

（広報推進本部編集長：福島敏之）

（↑）こんな感じの仕上がりです（印刷の関係で白黒になっていますが、データはカラーです）。
既報（2017年1月刊 No.235）の通り、この新ロゴマークは「不安や困りごとを抱えた方に“ほっ”

としてもらえるよう力を尽くします。それが社会福祉士の使命です」というメッセージを、さりげなく
も力強く訴えていこうとするものです。名刺以外にも、地区会のチラシなどに大いにご活用ください。
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